
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています 

今月の記事 

●平成３０年度 自治会役員就任挨拶 

●平３０年度 自治会役員紹介 

●平成３０年度 戸口代表者役割分担表 

●管理組合だより 

●山を楽しむ（８） 

  会心の山１ １８３９峰（１８４２ｍ） 

●緑化本部恒例の「春のつどい」開催 

●DIYイベント・こんなの出来ました！ 

●季節の言葉、ハイツ・おやくだち・ネット 

●わくわく自然園からのお知らせ 

●ハイツ掲示版、生活ごみ・資源回収表 

 

子ども会育成会主催「新一年生を迎える会」今年の一年生は７名 新入学・進級おめでとう！ 

春爛漫 カラフル・ハイツ 
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自
治
会
長 

 
 

 
 

 
 

中
村 

雅
昭
（
再
任
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

定
年
退
職
を
機
に
、
自
治
会
活
動
デ
ビ
ュ
ー
し
て
３

年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
は
、
自
治
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ

く
、
「
住
民
自
治
組
織｣

自
治
会
の
有
用
性
をP

R

す
る

『
自
治
会
加
入
促
進
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』
を
各
戸
に
配
布

し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
現
況
に
お
い

て
も
、
安
全
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
自
治
会
活

動
の
内
容
を
順
次
見
直
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
も
、
堀
兼
地
区
単
位
自
治
会
（
１
７
自
治
会
）

や
狭
山
市
と
の
連
携
活
動
を
通
じ
て
、 

”
明
る
く
住
み

良
い
ハ
イ
ツ
”
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
良
い
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
自
治
会
長
職
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ハ
イ
ツ
に
住
む
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

や
れ
る
範
囲
で
良
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
で
寄
り
添

い
、
お
互
い
の
力
を
合
わ
せ
て
共
に
生
活
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

    

総
務
部
副
会
長 

 
 

 
 

青
柳 

敏
夫
（
再
任
） 

総
務
部
副
会
長
は
今
期
で
２
年
目
で
す
。 

昨
年
度
は
、
訳
も
判
ら
ず
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、
自
治

会
室
に
終
日
こ
も
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
ハ

イ
ツ
内
で
の
各
団
体
の
活
動
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
見

聞
し
、ハ
イ
ツ
住
人
の
高
齢
化
・
自
治
会
を
支
え
る
方
々

の
苦
労
を
実
感
し
ま
し
た
。 

以
前
の
ハ
イ
ツ
は
、
若
い
人
が
多
く
、
パ
ワ
ー
が
あ

り
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
が
高
く
、
１
つ
１
つ

の
行
事
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
労
力

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
か
ら
は
、
各
々
の
知
恵
を
出
し
合

い
、
身
の
丈
に
合
っ
た
自
治
会
の
あ
り
方
を
探
っ
て
行

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

   厚
生
部
副
会
長 

 
 

 
 

釘
本 

英
長
（
再
任
） 

 

今
般
厚
生
部
の
副
会
長
を
再
任
さ
れ
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
当
初
ハ
イ
ツ
の
慣
習
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
右

往
左
往
し
な
が
ら
も
、
皆
様
に
支
え
て
頂
き
こ
の
任
を

努
め
て
参
り
ま
し
た
。
さ
て
こ
れ
か
ら
、
高
齢
化
の
進

む
ハ
イ
ツ
を
踏
ま
え
る
時
、
各
行
事
の
施
策
は
省
力
化

と
安
全
性
の
確
保
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
夏
ま
つ
り
は
２
日
を
１
日
と
し
、
高

所
作
業
が
伴
う
櫓
組
み
立
て
と
大
部
分
の
テ
ン
ト
張
り

を
外
部
委
託
と
い
た
し
ま
す
。
多
々
問
題
点
も
あ
り
ま

す
が
関
係
諸
団
体
の
方
々
と
協
議
し
て
参
り
ま
す
。 

行
事
を
通
じ
て
、
住
み
よ
い
ハ
イ
ツ
作
り
に
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

生
活
環
境
部
副
会
長 

 
 

細
谷 

道
太
（
再
任
） 

 

今
年
度
で
４
年
目
で
す
。
一
年
目
は
手
探
り
状
態
、

二
年
目
は
問
題
の
解
決
方
法
の
検
討
、
三
年
目
は
問
題

処
理
と
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
設
置
準
備
作
業
等
で
終
わ

り
ま
し
た
。 

四
年
目
は
見
え
る
化
で
す
。
種
々
、
ト
ラ
イ
さ
せ
て

頂
い
た
の
で
整
理
し
て
次
の
人
に
渡
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 昨

年
度
は
６
名
位
で
駐
輪
場
整
理
を
し
ま
し
た
。
廃

棄
自
転
車
の
区
別
、
警
察
問
合
せ
No
の
記
録
、
廃
棄
同

意
の
確
認
、
リ
ス
ト
化
、
業
者
手
配
と
意
外
と
大
変
で

す
。
一
定
期
間
置
い
て
お
く
事（
必
要
者
は
引
き
取
る
）

も
必
要
で
処
理
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
キ
ー

パ
ー
設
置
準
備
作
業
も
人
手
を
要
し
ま
す
。 

御
協
力
と
御
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

平
成
３０
年
度
自
治
会
役
員
就
任
挨
拶 

” 

” 

自治会加入促進 

リーフレット 
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３
月
２５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
平
成
２９
年
度
新
狭
山
ハ
イ
ツ
自
治
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
左
記
の
方
々
が
役
員
と
し
て
信
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

☆
退
任
役
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
＆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

三
品
千
恵
子
、
遠
藤
良
代
、
後
藤 

四
郎
（
敬
称
略
） 

◎
総
務
部
◎ 

 
 

 
 

 

会
長 

 
 

 
 

 
 

中
村 

雅
昭 

19
―
２
０
３ 

副
会
長 

 
 

 
 

 

青
柳 
敏
夫 

31
―
１
０
５ 

幹
事
（
総
括
会
計
） 

 
 

〃 
（
副
会
長
と
兼
任
） 

幹
事
（
出
納
会
計
） 

花
又 

 

勉 
9
―
２
０
２ 

幹
事
（
広
報
担
当
） 

山
本
美
樹
子 

16
―
２
０
４ 

 
 

 
 

 
 

 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

武
井 

悦
子 

18
―
３
０
４ 

 

◎
生
活
環
境
部
◎ 

 

副
会
長 

 
 

 
 

 

細
谷 

道
太 

17
―
5
０
１ 

幹
事
（
出
納
会
計
） 

細
田 

順
子 

16
―
３
０
４ 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

小
久
保
日
出
夫
19
―
５
０
１ 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

髙
橋 

利
世 

25
―
５
０
２ 

 

◎
厚
生
部
◎ 

副
会
長 

 
 

 
 

 

釘
本 

英
長 

15
―
４
０
４ 

幹
事
（
出
納
会
計
） 

池
田 

信
宏 

7
―
３
０
１ 

幹
事
（
体
育
役
員
） 

井
手 

敏
行 

14
―
５
０
８ 

幹
事
（
公
民
館
役
員
）
倉
井 

克
栄 

3
―
３
０
１ 

幹
事
（
公
民
館
役
員
）
吉
田
由
美
子 

11
―
５
０
２ 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

 

管 
  

一
十 

18
―
５
０
１ 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木 

健
一 

17
―
２
０
１ 

幹
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
田 

美
子 

19
―
２
０
２ 

花又、武井、 

青柳、中村、山本 

細田、小久保 

細谷、髙橋 

池田、井出、飯田、鈴木 

吉田、釘本、管、倉井 
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平成３０年度 戸口代表者／役割分担表（敬称略） 

班 班長 総務（広報） 厚生 生活環境

　　6-503 　　５-103 　　1-402 　　1-503

　澤田　久美　　 　服部　昭広　　 平田　南員　　 　阿部　秀子　　
　　1-306 　　5-401

　中村　富貴代　 山崎　好子　　
　　6-202

名取　正道　　
　　4-401 　　3-105 　　3-504 　　2-102

尾島　玲子　　 　本橋　恵子　　 鎌迫　静　　　 　　　佐々木　巖彦　
　　4-406 　　4-504 　　3-201

井窪　豊　　　 藤本　一美　　 真坂　道夫　　
　　4-408

津野　岩美　　
　　7-501 　10-502 　　9-401 　　8-302

松岡　規子　　 渡邊　栄美子　 清水　英雄　　 浅井　誠三　　
　10-406 　10-403 　10-208

貫井　敏子　　 山中　一麿　　 賀島　都代子　
　12-503 　11-201 　11-103 　13-403

小林　嘉秀　　 関　艶子　　　 川島　奈美　　 佐々木　章　　
　13-102 　12-201 　25-505

秋田　澄子　　 金子　守男　　 大谷　直美　　
　25-201

足立　みち子　
　25-104

萩野　眞津子　
　26-406 　26-103 　26-401 　26-108

髙橋　南海子　 菊池　せつ子　 土居　佐代子　 重黒木　美沙　
　27-303 　27-101

上手　淳一　　 生田目　春美　
　28-401

鬼塚　久司　　
　28-203

山口　真由美　
　24-105 　14-204 　15-404 　14-402

後藤　まき子　 小倉　ハル子　 釘本　英長　　 内田　京子　　
　15-201 　15-305 　14-506

坂本　満寿　　 迎田　邦昭　　 御所野　綱子　
　24-101 　14-507

梨本　英雄　　 樽館　礼子　　
　24-104

鳥居　千代美　
　3０-401 　29-402 　31-202 　29-103

佐々木　友香　 是永　京子　　 菊池　たつえ　 小高　邦夫　　
　30-503 　31-406 　31-203

福田　雪子　　 石井　元一　　 日下部　栄一　
　32-302 　32-103

木下　紀子　　 近藤　智春　　
　18-201 　17-403 　16-104 　16-202

岡上　一郎　　 髙橋　仁子　　 小山　義則　　 矢吹　美恵　　
　19-404 　17-501

籠宮　敏雄　　 細谷　道太　　
　18-504

備瀬　知和　　
　19-501

小久保　あつ子
　22-304 　22-101 　20-302 　20-403

大場　信子　　 丸山　芳枝　　 後藤　知子　　 石村　喜作　　
　21-302 　20-105

石田　和子　　 山口　陽子　　
　21-304 　23-504

後藤　四郎　　 佐藤　琢磨　
　23-302

小沢　佳子　　
　23-506

田中　行雄　　

商店会 ケアステーションあすなろ

I

A

G

H

B

C

D

E

F
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管
理
組
合
規
約
の
改
正
に
つ
い
て 

 

今
回
、
皆
様
に
配
布
し
た
と
お
り
、
今
年
度
の

管
理
組
合
の
総
会
（
第
３５
回
通
常
総
会
）
は
、
平

成
３０
年
5
月
２７
日
（
日
） 

午
前
１０
時
よ
り 

新

狭
山
ハ
イ
ツ
団
地
管
理
棟 
第
1
会
議
室 

で

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

今
回
審
議
し
て
い
た
だ
く
議
案
は
８
件
あ
り
、 

そ
の
中
の
第
5
号
議
案
と
し
て
「
民
泊
禁
止
に
伴

う
管
理
規
約
の

一
部
改
正
」
に

つ
い
て
、
提
案

し
て
い
ま
す
。

管
理
規
約
を
改

正
す
る
場
合
は
、

区
分
所
有
者
の

３

/

４
以
上

の
賛
成
を
得
る

こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、

新
狭
山
ハ
イ
ツ

の
、
過
去
5
年

間
の
総
会
の
出

席
実
績
と
委
任

状
の
提
出
実
積

を
調
査
し
て
表
と
グ
ラ
フ
に
し
て
み
ま
し
た
。 

新
狭
山
ハ
イ
ツ
の
住
居
数
は
店
舗
を
含
め
、
７

７
５
室
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
７
７
５
票
が
１
０

０
％
議
決
権
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
出
席
者

数
と
委
任
状
数
の
合
計
が
過
半
数
（
３
３
８
票
）

以
上
で
あ
れ
ば
、
総
会
は
成
立
し
開
催
可
能
で
す
。

し
か
し
更
に
、
今
回
の
よ
う
に
規
約
改
正
の
議
案

が
入
る
と
、
３
/
４
（
７５
％
）
以
上
の
賛
成
票
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

新
狭
山
ハ
イ
ツ
の
過
去
の
5
年
間
の
累
計
で
は
、

総
会
は
開
催
出
来
て
も
規
約
改
正
に
必
要
な
票
数

（
出
席
者
数
と
委
任
状
数
の
合
計
が
３
/
４
以
上

の
５
８
２
票
）
の
確
保
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
皆
様
に
お
願
す
る
事
は
、
管
理
組
合
の

重
要
性
を
認
識
し
、
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
総
会
が

ス
ム
ー
ズ
に
開
催
で
き
る
よ
う
総
会
へ
の
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
や
む
を
得
ず
出
席
で
き
な

い
方
は
委
任
状
を
必
ず
提
出
し
て
頂
く
よ
う
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

階
段
入
口
左
側
の
管
理
組
合
掲
示
板
を
改
良
し
、
画
鋲

止
め
か
ら
マ
グ
ネ
ッ
ト
止
め
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

（
試
作
中
） 

       

管
理
組
合
だ
よ
り

画鋲止め 

マグネット止め 

過去５年間のハイツ管理組合総会の出席者数と委任状数の年度別推移 

-２- 
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２０
ー
４
０
４ 

山
本 

進
吾 

会
心
の
山
１ 
１
８
３
９
峰
（
１
８
４
２
ｍ
） 

 

そ
れ
ま
で
ツ
ア
ー
登
山
や
ガ
イ
ド
付
き
登
山
は
利
用

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
コ
ス
ト
の
問
題
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
気
心
の
知
れ
な
い
人
に
命
を
預
け
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。
だ
が
深
田
ク

ラ
ブ
の
大
先
輩
、
三
百
を
順
位
一
桁
台
で
踏
破
し
た
故

Ｔ
Ｓ
氏
に
何
度
も
Ｋ
Ｍ
氏
を
使
う
よ
う
頼
ま
れ
、
そ
れ

で
は
と
い
う
の
で
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
１
８

３
９
峰
だ
っ
た
。
彼
は
深
田
ク
ラ
ブ
や
新
ハ
イ
キ
ン
グ

の
会
員
を
ガ
イ
ド
し
て
い
て
、
そ
の
筋
で
は
有
名
人
だ

っ
た
。
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
幕
営
装
備
一

式
を
担
い
で
ガ
イ
ド
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
空
港

か
ら
の
送
迎
、
食
糧
費
込
み
で
１
日
４
万
円
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。 

１
８
３
９
峰
は
標
高
が
１
８
４
２
ｍ
。
だ
が
北
海
道

の
岳
人
は
元
の
１
８
３
９
ｍ
の
ま
ま
で
愛
情
を
込
め
て

「
イ
ッ
パ
ア
サ
ン
キ
ュ
ウ
」
も
し
く
は
「
ザ
ン
キ
ュ
ウ
」

と
呼
ぶ
。
登
っ
た
の
は
０６
年
９
月
１５
日
～
１８
日
。
前

日
苫
小
牧
の
Ｋ
Ｍ
氏
宅
に
泊
め
て
も
ら
い
、
登
山
口
に

着
い
た
の
は
１５
日
昼
す
ぎ
。
１２
時
３７
分
、
登
山
口
を

出
発
、
す
ぐ
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ツ
ナ
イ
川
の
遡
行
と
な

る
。
広
い
河
原
に
水
は
な
い
。
伏
流
水
だ
が
、
堰
堤
を

２
つ
越
え
る
と
、
流
れ
が
現
わ
れ
た
。
上
二
股
に
着
い

た
の
は
１４
時
５０
分
。
蕗
の
葉
を
敷
き
詰
め
て
テ
ン
ト

を
張
っ
た
。
缶
ビ
ー
ル
３
本
の
う
ち
１
本
を
分
け
て
呑

み
、
１
本
は
歩
荷
、
残
り
の
１
本
は
沢
靴
と
と
も
に
藪

に
隠
し
た
。 

１６
日
６
時
３０
分
、
上
二
股
を
後
に
す
る
。
３
人
合
わ

せ
て
１２
㍑
の
水
は
つ
ら
い
。
斜
度
３０
度
を
越
す
急
斜

面
を
２
時
間
ほ
ど
登
る
と
上
の
幕
営
地
だ
。
羆
の
落
と

し
物
が
あ
る
。
さ
ら
に
垂
直
に
近
い
岩
稜
を
三
点
支
持

で
登
る
。
こ
こ
が
今
回
の
最
難
関
だ
っ
た
。
登
り
切
る

と
夏
尾
根
ノ
頭
、
時
刻
は
１１
時
１７
分
と
ま
だ
早
い
が
、

重
荷
に
堪
え
か
ね
た
か
、
Ｋ
Ｍ
氏
は
こ
こ
で
幕
営
し
よ

う
と
い
う
。
こ
れ
で
明
日
上
二
股
ま
で
下
り
る
と
い
う

計
画
は
霧
消
し
た
。
水
が
足
り
る
か
心
配
だ
。
テ
ン
ト

の
前
に
座
っ
て
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ツ
ナ
イ
岳
（
コ
イ
カ

ク
）
か
ら
１
８
３
９
峰
へ
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
眺
め
る
。

１
８
３
９
は
さ
す
が
に
迫
力
が
あ
る
。
秘
峰
中
の
秘
峰

と
い
っ
て
い
い
。 

１７
日
５
時
２１
分
テ
ン
ト
を
後
に
す
る
。
５
㍑
の
水

は
Ｋ
Ｍ
氏
が
担
い
だ
。
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
飲
み
水

だ
け
、
申
し
訳
な
い
よ
う
だ
。
コ
イ
カ
ク
ま
で
は
緩
や

か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
捗
る
が
、
時
折
ハ
イ
マ
ツ
の
枝

で
向
う
脛
を
打
っ
て
唸
る
。
５
０
０
ｍ
切
れ
落
ち
た
ヤ

オ
ロ
の
窓
を
慎
重
に
通
過
し
、
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
に
着

い
た
の
は
８
時
１０
分
。
私
た
ち
の
テ
ン
ト
が
見
え
て
い

る
。
１
７
８
１
峰
に
向
け
て
痩
せ
た
岩
稜
を
行
く
。
羆

の
落
と
し
物
や
食
事
跡
が
頻
繁
に
現
わ
れ
、
都
度
挨
拶

を
す
る
。「
オ
ホ
ホ
ホ
ー

 

！
」
だ
。
鞍
部
か
ら
急
登
し

て
１
８
３
９
峰
に
立
っ
た
の
は
１１
時
３０
分
、
６
時
間

９
分
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
山
名
表

示
板
は
な
い
。Ｋ
Ｍ
氏
に
山
座
同
定
を
教
わ
っ
た
。幌ぽ

ろ

尻し
り

岳だ
け

、
戸と

蔦っ
た

別べ
つ

岳だ
け

、
伏ふ

し

美み

岳だ
け

、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ

山
（
カ
ム
エ
ク
）、
１
８
２
３
峰
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
な
ど
３

６
０
度
の
大
展
望
だ
っ
た
。
谿
を
挟
ん
で
正
面
の
１
８

２
３
峰
の
山
容
が
目
を
惹
く
。
こ
ち
ら
も
標
高
は
１
８

２
６
ｍ
だ
。
い
つ
か
は
登
り
た
い
と
思
っ
た
が
未
だ
果

た
せ
て
い
な
い
。
帰
路
は
忠
実
に
来
た
道
を
戻
る
。
水

不
足
を
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
の
実
を
食
べ
て
補
い
な
が
ら
頑

張
っ
た
。
テ
ン
場
に
戻
っ
た
の
は
１７
時
５２
分
。 

１８
日
５
時
５３
分
、
夏
尾
根
ノ
頭
を
出
発
。
上
二
股
で

沢
水
を
煮
沸
し
て
水
の
心
配
を
な
く
し
た
。
駐
車
場
に

戻
っ
た
の
は
１１
時
３６
分
。
久
恋
の
山
に
立
て
て
、
充

実
し
た
４
日
間
だ
っ
た
。 

              

山
を
楽
し
む
（
８
） 

ヤオロマップ岳と１８３９峰（中央右） 
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４
月
１５
日
（
日
）
、
２５
号
棟
北
側
の
公
園
で
八
重
桜

の
も
と
で
開
催
予
定
だ
っ
た
「
春
の
つ
ど
い
」
は
雨
が

予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
会
場
を
管
理
事
務
所
に
変
更
し

て
開
催
。
紅
白
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
あ
し
ら
っ
た
茶
席
で

は
「
野
だ
て
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
だ

て
で
は
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
藤
茂
美
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
お
茶
を
た
て
て
お
客
様
に
お
茶
を
運

ぶ
陰
点
て
（
か
げ
た
て
）
作
業
を
子
ど
も
会
育
成
会
の

二
人
の
お
母
さ
ん
と
三
人
の
子
供
た
ち
に
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
お
上
手
で
し
た
よ
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
は
「
草
花
即
売
会
」
、
く
つ

ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
ハ
イ
ツ
特
産
の
梅
酒
・
桜
茶
の

試
飲
」
、
ハ
イ
ツ
で
伐
採
し
た
コ
ナ
ラ
を
活
か
し
た
「
シ

イ
タ
ケ
の
駒
う
ち
体
験
」、
春
の
花
々
を
巡
る
「
ハ
イ
ツ

花
さ
ん
ぽ
」
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

   
 

  

 
 

  

３
月
３１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
手
作
り
工
房
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ハ
イ
ツ
の
緑
化
作
業
で
伐
採
さ
れ
た

木
を
活
か
し
て
、
お
し
ゃ
れ
な
棚
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
二
股
の
枝
に
、
輪
切
り
に
し
た
木
を
真
っ
直
ぐ
に

乗
せ
る
の
が
至
難
の
業
。
で
も
一
生
懸
命
作
っ
た
作
品

は
、
愛
着
も
ひ
と
し
お
で
す
ね
。
ま
た
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
！ 

       

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

          

 

  

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
じ
お
す 

た
す
け
あ
い
の
輪 

ご
利
用
下
さ
い 

 

庭
の
除
草
や
剪
定
、
粗
大
ご
み
出
し
の
運
搬
、 

通
常
の
ご
み
出
し
、
室
内
整
理
整
頓
等
々 

◆
料

金 
 

１
時
間
７
０
０
円
が
目
安 

 

◆
連
絡
先 

 

小
暮 

次
勇 

 

℡
０
８
０-

１
３
２
４-

４
８
３
８ 

◎
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
下
さ
い 

 

散
歩
中
の
ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
下
さ
い
。
人

に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
糞
は
必
ず

持
ち
帰
っ
て
下
さ
い
。 

    

●
今
月
の
開
園
日
：
５
月
の
開
園
日
は
、
５
月
１３
日

（
日
）、
２７
日
（
日
）、
９
時
～
１７
時
迄
。 

●
見
ど
こ
ろ
：
池
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

の
生
長
（
足
が
は
え
て
く
る
）
と
ス
イ
レ
ン
の
開
花
が

一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。池
周
辺
で
は
ツ
ツ
ジ
、

ツ
ル
ギ
キ
ョ
ウ
（
紫
色
）、
ア
マ
ド
コ
ロ
（
白
色
）、
カ

キ
ド
ウ
シ（
紫
色
）、メ
キ
シ
コ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ（
黄
色
）

な
ど
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
４
月
下
旬
の
作
業
日
に
は

池
周
辺
に
ア
ヤ
メ
類
を
植
え
ま
し
た
の
で
、
う
ま
く
活

着
す
れ
ば
開
花
が
楽
し
め
る
は
ず
で
す
。 

緑
化
本
部
恒
例
の
「
春
の
つ
ど
い
」
開
催 

季
節
の
言
葉 

花
吹
雪
一
片

ひ
と
ひ
ら

お
し
ゃ
べ
り
の
口
封
じ 

花
冷
や
薄
着
慌
て
る
古
老
か
な 

つ
つ
ま
し
く
満
天
星

ど

う

だ

ん

の
花
賑
や
か
に 義

則 

  

 

 
 

 

わ
く
わ
く
自
然
園
か
ら
の
お
知
ら
せ 

野たてを楽しむお客さんたち 

かげたてをお手伝いする子供たち 
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は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
２
１
号
（
２
０
１
８
年
５
月
５
日
発
行
） 

発
行
責
任
者 

中
村
雅
昭 

／ 

編
集
・
印
刷 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
イ
ス
さ
や
ま 

  
 

 
 

 

ハ
イ
ツ
掲
示
板 

☆
自
治
会
役
員
会 

集
会
所
・
第
１
会
議
室 

５
月
５
日
（
土
）

時
～ 

◎
各
班
長
も
ご
出
席
下
さ
い
。 

☆
買
物
支
援
の
日 

詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に 

５
月
８
日
（
火
）・

日
（
火
） 

☆
風
見
ど
り
の
日 

集
会
所
・
サ
テ
ラ
イ
ト 

 

５
月

日
（
木
） 

歌
の
日 

 
 

 

日
（
月
） 

お
し
ゃ
べ
り
の
会 

 
 

 

日
（
木
） 

手
作
り
遊
び
の
日 

☆
コ
コ
ベ
リ
ー
開
店
日 

集
会
所
・
第
２
会
議
室 

 

５
月

日
（
木
）

時
～

時 

☆
自
治
会
関
係
団
体
懇
親
会
及
び
夏
祭
り
計
画
等
打
ち
合
わ
せ 

 

５
月

日
（
日
） 

集
会
所
・
第
１
会
議
室 
時
～ 

☆
第

回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま
通
常
総
会 

 

５
月

日
（
土
）

時

分
～ 

集
会
所
・
第
２
会
議
室 

☆
第

回
管
理
組
合
通
常
総
会 

集
会
所
・
第
１
会
議
室 

 

５
月

日
（
日
） 

時
～ 

☆
自
治
会
役
員
会 

集
会
所
・
第
１
会
議
室 

６
月
２
日
（
土
）

時
～ 

☆
自
治
会
の
時
間
（「
広
報
ひ
ろ
ば
」
に
て
放
映
） 

「
春
の
つ
ど
い
」 

 

７
時

分
～ 

時

分
～ 

 

 
 

時

分
～ 

時

分
～ 

日 月 火 水 木 金 土

29 30 1 2 3 4 5

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

6 7 8 9 10 11 12

アルミ缶 プラ もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

古紙・古布 もやすごみ

13 14 15 16 17 18 19

プラ
もやすごみ 生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

20 21 22 23 24 25 26

アルミ缶 プラ もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル
古紙・古布 もやすごみ

27 28 29 30 31 1 2

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

５月生活ごみ・資源回収表

〈びん・缶・乾電池〉は、第１・３木曜日です！！


